
 
 

 

 

 

 

日時：  
 

場所： 

   東京都千代田区一ツ橋 2‐6‐2 7階中会議室  

 

 

 

 

 

 

 

 

安倍自公政権が狙う道州制は、都道府県を廃止して全国を 10 程度の「道州」に

置き変えて、国の事務を「国家の存立の根幹に関わるもの」に極力限定し、国のナ

ショナルミニマム保障責任を放棄するものにほかなりません。 

また、国のか事務や権限を地方公共団体へ移譲する「地方分権改革」が、国民の

くらしや権利、地方自治、地域経済、農政などに否定的な影響を与えています。 

安倍政権は、9 月に「まち・ひと・しごと創生本部」を設置し、日本創成会議の

「人口減少問題」を口実に、「選択と集中」によって広域的な地域の集約化を推し

進めようとしています。 

2015 年春の一斉地方選挙も見すえて、「地方創生」戦略の問題点を学び、道州制

導入や地方の切り捨てを許さない共同を広げるためのシンポジウムです。 

公務労働組合、住民団体、自治体首長、研究者、民主団体など幅広い共同のとり

くみを発展させるため、積極的なご参加をお願いします。 

内容： 講演 岡田知弘（京都大学教授） 
 
    シンポジスト 

高橋彦芳（前長野県栄村村長） 
尾林芳匡（弁護士・自由法曹団） 
岡田知弘（京都大学教授） 

 
コーディネーター 

  永山利和（元日本大学教授） 

主 催： 全国労働組合総連合 
連絡先： 〒113-0034 文京区湯島 2-4-4 全労連会館 4 階 
      TEL03-5842-5639 FAX03-5842-5640 

道州制を許さず、憲法に基づく国と自治体の役割を考えるシンポジウム 
～安倍政権の「地方創生」は、くらしと地域に何をもたらすか～ 



 

 

東京都千代田区一ツ橋 2‐6‐2 （道案内専用電話 03‐3230‐2833） 

 

 

（最寄駅のご案内）  

 

● 地下鉄都営新宿線・東京メトロ半蔵門線神保町駅（A1出口） 

下車徒歩 3分 

  

● 地下鉄都営三田線神保町駅（A1出口）下車徒歩 5分  

 

● 東京メトロ東西線竹橋駅（北の丸公園側出口）下車徒歩 5分  

 

● 東京メトロ東西線九段下駅（6番出口）下車徒歩 7分  

 

● JR総武線水道橋駅（西口出口）下車徒歩 15分  

 

（乗換案内）  

 

● 東京駅からお越しの場合 

東京メトロ丸ノ内線東京駅乗車、大手町で半蔵門線に乗換 

神保町下車  

 

● 羽田空港からお越しの場合 京急羽田空港乗車、 

都営浅草線三田駅で都営三田線乗車 神保町下車 


